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研究の背景・目的・ 

方法等 

 

舌癌手術後 10年間、経口摂取できていなかった患者に対し、今回、

アクアジュレ Two Wayを使用した直接訓練を実施した。結果、ゼリ

ー摂取まで可能となった一事例を報告する。【症例】70代 男性 10

年前、舌癌により右舌根部部分切除術施行後、胃瘻造設された。下

痢のため急性期病院へ入院後、当院回復期病院へ転入。「食べたい」

と希望され訓練開始となった。MWST:3、FT:3【方法】一日 3回の

おでこ体操とゼリー摂取。アクアジュレTwo Wayで直接訓練を実施。 

 

 

 

 

 

研究期間 平成 29年 7月～10月 

 

 

 


